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 １．概要 

 ２．アルミニウム圧延板に対しサンプリング２０の資料 

 ３．サンプリングを行った複数試料のＡＳＣから平均極点図を計算するソフトウエア 

 ４．簡単処理するための測定データ構造 

 ５．ｒａｎｄｏｍ補正ファイル作成 

 ６．サンプリングデータの一括処理 

  ６．１ ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２Ｓ画面 

  ６．２ ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２画面 

 ７．サンプリング極点図の平均化 

 ８．ＯＤＦソフトウエア向けデータ作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１．概要 

 圧延版では、圧延方向に対して直角方向あるいは深さ方法では結晶方位が異なるため、サンプリングを 

   行い平均値が採用されている。 

   圧延版に対して３個以上のサンプリングが行われている。 

   従来は、サンプリング個数に対し複数の極点図を測定し、極点処理、極点図の平均化、ODF解析が 

   行われていた。 

   しかし複数のサンプリングに対し、同一処理の繰り返しは煩雑である。   

   ＣＴＲソフトウエアでは、この煩雑な作業を開放し簡単操作で平均化が行える改良を行いました。 

   極点処理は従来のＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５（２）を改良 

  

 極点図の平均化 

  

  黄色枠内が追加された機能（複数のサンプリングホルダを選択） 

 

 以下にアルミニウム圧延版に対しサンプリング数２０の極点測定から平均化処理を説明します。 



 

２．アルミニウム圧延板に対しサンプリング２０の資料 

 https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC/Al/A1050P.pdf 

要約 

 サンプリング 

  

 解析結果（ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算結果） 

   

  横軸１から２０はサンプリング位置 

  

 圧延板では圧延方向（ＲＤ）に対して直角方向（ＴＤ）で結晶方位は異なる。 

 

 極点処理を行った極点図の平均化を行い、１回の ODF解析で圧延板を代表する結晶方位が求まる。 

 

 この平均化の手順を説明します。 

 

 

 

 

 



 

３．サンプリングを行った複数試料のＡＳＣから平均極点図を計算するソフトウエア 

 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５Ｓ（Ｖeｒ２．００） 

  簡単操作で一括極点データ処理 

  （ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２（Ｖｅｒ４．０３）） 

 

 ＡｄｄｉｎｇＰｏｌｅＦｉｌｅ（Ｖｅｒ．２．１７） 

  指定ホルダの平均化 

 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５Ｓは 

  Ｃ：￥ＣＴＲ￥ｂｉｎにあります。 

 

 ＡｄｄｉｎＰｏｌｅＦｉｌｅ 

  

 

  

 

 

 



４．簡単処理するための測定データ構造 

  

 ファイル名、フォルダにスペースは使用しない 

 材料直下にサンプリングホルダ 

  

 サンプリングホルダ下にＡＳＣファイル（ファイル名は指数から始まる） 

  

 すべてのサンプリングフホルダ下に同一ファイル名 

  

 

 

 

 



５．ｒａｎｄｏｍ補正ファイル作成 

  

 

 

 

 

 



バックグランド削除結果が表示される 

 

ｄｅｆｏｃｕｓファイル作成 

 

 表示されていた場合、この部分を選択し画面で取り消し 

 

  

新たにｄｅｆｏｃｕｓファイルが登録さてます。 

 

 

 

 

 



６．サンプリングデータの一括処理 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 



圧延板全体を選択 

 

 

 

 

 

最初に選択したＮＯ００１は表示されません。 

 

暫くすると 

ＮＯ０２０に結果を 

表示で就終了 



計算結果の確認 

ＮＯ００１ 

  

ＮＯ０１０ 

  

ＮＯ０２０ 

  

 

 一括処理が確認出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．１ ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２Ｓ画面 

 ｒａｎｄｏｍサンプルをお持ちでない方はこちらの内部計算ｒａｎｄｏｍ補正をお使いください。 

 

 

 圧延板全体の選択が追加されています。 

６．２ ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２画面 

 

Ｂｏｒｎｅｔのｒａｎｄｏｍサンプルはウクライナ情勢の為、納期が未定であり、 

現在、引き合い扱いになっております。 



７．サンプリング極点図の平均化 

ＮＯ００１のＴＸＴ２データを選択 

 

サンプリングＮＯ００１のＴＸＴ２データが表示される。 

 



平均化を行う圧延板を選択 

 

 

 ＮＯ００１からＮＯ０２０が表示される。もし、最初に選択したＴＸＴ２と同一名がホルダに 

    存在しない場合、そのホルダは表示されない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平滑化の実施 

 

 

平滑化された極点図が表示される 

 

  サンプリング２０点の平滑化が表示されています。 

平滑化 TXT2データは最初に選択したＴＸＴ２極点図ホルダに作成されています。 

 

 



８．ＯＤＦソフトウエア向けデータ作成 

  

  


